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研究成果の概要（和文）：ベトナム難民をその中心としたインドシナ難民がどのように彼ら自身の体験を記憶・
記録してきたのかについて、彼らのオーラル・ヒストリーや再定住の背景に関わる史料を分析した結果、インド
シナ難民の人々の多くは難民キャンプを通じて英語教育および職業斡旋を受け、受け入れ先のコミュニティで生
活を開始させるという経験をしていた。そうした体験を通して、多くの人びとは下方可動性に対峙し、生活を再
建するなかで個々の戦争・移動にまつわる記憶を形成してきたことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The study analyzed the oral histories and resettlement backgrounds of the 
Indochina refugees, mainly Vietnamese refugees, to understand how they remembered and recorded their
 own experiences. They resettled in the United States, through English education and job training in
 their host community. Through these experiences, refugees were forced to confront downward 
mobility, and many have formed individual memories of war and migration as they rebuilt their lives.

研究分野：アメリカ研究

キーワード： アメリカ合衆国　難民　ベトナム
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、「インドシナ難民は『難民体験』をどのように語り、記憶してきたのか、そしてその記憶がアメリカ
社会について何を表しているのか」という学術的問いのもと、救済の客体として捉えられてきた難民の主体性を
問い直し、ベトナム難民をその中心としたインドシナ難民がどのように彼ら自身の体験を記憶・記録してきたの
かについて分析し、移民・難民研究の系譜において新たな事例を提供した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
ドナルド・トランプは大統領選挙中から反難民言説を加速させ、2017年の大統領就任後すぐに
難民受け入れを大幅に縮小する大統領令および次年度の難民受け入れ数を発表した。難民排斥
は 2001 年以降の対テロ戦争開始によってアメリカに広く受け入れられてきたムスリム排斥の
一部として理解することができたものの、アメリカ合衆国（以下アメリカ）が第三定住国として
難民受け入れに積極的であり、とくにベトナム戦争終結から 80年代前半をピークとして多くの
インドシナ難民をはじめとして多くの難民を受け入れてきたことと矛盾していた。 
そのため、難民研究そのものに批判的に取り組もうとする学術的関心が高まり、カリフォルニ
ア大学の Critical Refugee Studies Collective（批判的難民研究共同体）は、難民を単なる研究
対象としてではなく、難民を通して社会や文化を考察するという難民研究そのものの可能性を
広げる試みに取り組んでいた。ベトナム戦争終結以降 40年以上が経過し、旧インドシナ三国出
身の難民による語りおよびその表象は、しばしばベトナム戦争におけるアメリカの敗北の記憶
を矮小化し、戦争そのものが絶対的悪ではなく、ある程度は正しい戦争であったかのような政治
的言説を成立させてきたとの指摘もあった（Yen Le Espiritu）。アメリカ社会へのインドシナ難
民受け入れは、反共主義を標榜した旧南ベトナムを中心とする人々を受け入れることでもあり、
アメリカの「道義的責任」を果たすものであると、フォード政権やカーター政権はしばしば強調
した。この点においてインドシナ難民受け入れは、アメリカ社会におけるベトナム戦争の記憶を
歪めてきたともいえる。そのため、難民の体験や記憶を批判的に考察する必要が主張されてきた
が、批判的難民研究の視座から難民体験を歴史的に捉え直そうとする研究はまだ少なかった。と
くに、そのなかでもエゴドキュメントとしての難民の語りの可能性を分析すること、そして非政
府組織と難民のやりとりから再定住過程で難民が直面せざるを得なかった問題を考察すること
を試みる必要があった。 
 
２．研究の目的 
本研究は、難民による語りが惹起する「共感」がアメリカ主流社会のベトナム戦争敗戦の記憶
を忘却させる役割を果たしてきたことも意識しつつ、難民の語りとアメリカ主流社会の関係、難
民の体験そのものが示すアメリカ社会の問題点、そしてそれらが照らし出す冷戦政治の特徴に
ついて考察することを目的とした。インドシナ難民の人々の多くは難民キャンプを通じて英語
教育および職業斡旋を受け、受け入れ先のコミュニティで生活を開始させた。このような体験を
通して難民は、下方可動性（downward mobility）に対峙せざるをえなかった。難民の人々はそ
の変化をどのように記憶・記録してきたのか、そして、その体験はアメリカ社会による「救済」
であったのかについて分析する。それによって、アメリカが難民政策を通して掲げた人道主義と
は何だったのかについても新たな視野を提供する。 
 
３．研究の方法 
本研究は、「インドシナ難民は『難民体験』をどのように語り、記憶してきたのか、そしてそ
の記憶がアメリカ社会について何を表しているのか」という学術的問いのもと、救済の客体とし
て捉えられてきた難民の主体性を問い直し、ベトナム難民をその中心としたインドシナ難民が
どのように彼ら自身の体験を記憶・記録してきたのかについて、彼らのオーラル・ヒストリーや
彼らの手紙などの史料を分析した。本研究では、インドシナ難民が「難民体験」をどのように語
り記憶してきたのかについて、カリフォルニア大学アーバイン校(アメリカ、カリフォルニア州
アーバイン)において収集されている元難民あるいは難民であった家族をもつ人々によるベトナ
ム系を中心とした「ベトナム系アメリカ・オーラル・ヒストリー・プロジェクト」(Vietnamese 
American Oral History Project: VAOHP)に収集されているインタビューなど、また、Southeast 
Asian Archivesで収集されている史料を調査し、彼らの記憶や経験を歴史的観点から考察した。
とくに州政府関係者が寄贈した、初期のカリフォルニア州での難民定住に関する史料を入手し、
史料分析を行った。 
 
４．研究成果 
まず、ベトナム難民に関してその受け入れ状況および歴史的背景についてについて明らかに
し、その中で難民となった人びとが、その状況をどのように生きたのかについて考察した。多く
の場合、再定住の過程において、支援者と支援される側のなかで、前者が期待していたことと後
者の期待していたことの間に齟齬があったことがわかった。 

2019年 3月に実施した、アメリカ・カリフォルニア州でのカリフォルニア大学アーバイン校
の Southeast Asian Archivesでの史料調査によって、1970年代から現在に至るカリフォルニア
州オレンジ郡を中心とした難民流入に関して新しい知見を得た。連邦政府レベルではなくカリ
フォルニア州レベルでの福祉援助のあり方や、カリフォルニア州に流入してきた難民たち自身
が州政府と協力しながら、さまざまな援助プログラムが実行されていったことが明らかになっ
た。そこから、カリフォルニア州にベトナム難民のコミュニティである「リトルサイゴン」がい



くつか形成されたのには、定住の経路依存性とともに、支援システムのなかでのエスニック・ネ
ットワークの存在の重要性があったことがわかった。また、こうした支援体制の延長線上に拡大
していったコミュニティ形成が、元々は必ずしも難民の側からの強い要望によって発せられた
ものではなく、政府側から支援体制の効率化を目指して考案され、実施されるなかで起こったと
いうことはアメリカ社会の構造の特徴でもあるといえる。 
つぎに、Southeast Asian Archives が収集しているベトナム難民に対するインタビューにつ
いても調査分析を進めた。多くのインタビューを調査するなかで、彼らの体験の多様性や本国と
の関係の多様性は、戦争体験の有無や家族の離散状況などさまざまな要因が絡み合っているこ
とが明らかになった。さらに、アメリカへの移動によって、アメリカ社会における再定住過程で
の彼らの体験が彼らの難民としての記憶形成に大きく影響を与えていることがわかった。本研
究の成果としては、とくにベトナム戦争後の再教育キャンプ経験が記憶の共同体を作り出し、そ
こでの「裏切り者」と見なされた人が強制送還されるべきだという動きが生まれた事例を取り上
げ、在米ベトナム人コミュニティでの強制送還がベトナム系アメリカ人コミュニティ形成を強
化するものとして機能してきたことを分析し、論文として出版した。 

2019年には、カリフォルニア大学アーバイン校のグローバルスタディーズ科の Long Bui准
教授とも面談し、ベトナム難民の体験およびその記憶について意見交換を行い、インドシナ難民
のグループにおいては、現在カンボジア難民の体験が大きく注目されているということを学ん
だ。そして、カリフォルニア大学サンディエゴ校Yen Le Espiritu教授とも面談し、最近のCritical 
Refugee Studies の動向についても知見を得た。また、同年 11 月に上智大学で開催された、シ
ンポジウム「難民が開く日本社会」において報告の機会があったことで、日本におけるインドシ
ナ難民の人びとの体験やその語りにも触れる機会を得た。彼らの体験とアメリカにおける難民
の体験を比較研究することなどの着想を得たため、今後の研究活動に活かしていきたいと考え
ている。 
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